
　２年ぶりの『ごんぎつね』との出会い 

　 

　みなさんは、一度読んだ作品を何度

も読み返すことで、感じ方が変わった

り、新しい視点でその作品を楽しめた

経験はありませんか。同じ物語でも、

年齢や経験を重ねることで、心に響く

部分や物語の深さが変わってくること

があります。子どもたちには、そんな

体験を物語の作品を通してしてほしい

と願っています。 

　今回の国語の授業

で学ぶ『ごんぎつ

ね』も、そうした名

作の一つです。この

学年の子どもたち

は、2年生の時に一度

この物語をプロジェ

クトで読んだ経験が

あるため、「またや

るの？」や「もう話

は知ってるよ」と

いった声があがりま

した。 

中には、「サイン入りの絵本をたくさん読んでるよ」という子もいました。 
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　しかし、いざ第一回の授業が始まる

と、子どもたちはジオラマを使って、以

前作ったときの思い出を語り合い、2年生

以降に仲間になった友達に登場人物を説

明したりするなど、盛り上がっていまし

た。 

 

　４年生では、『ごんぎつ

ね』の学習を通じて「作者

になりきって、新しい場面

を創作すること」に挑戦し

ます。どんな物語が生まれる

のか、今からとても楽しみで

す！


